
京都大学が排出するCO2の90％以上は電力、ガス、石油類などのエネルギー使用に伴うもの
です。従って京都大学では、省エネルギーを中心に環境配慮行動を進めています。特にパソ
コンの使用は、ほとんど全ての構成員にかかわるものです。
京都大学で取り組んでいる身近な場面での環境配慮行動を、あなたもやってみませんか。

CO2を
削減する
方法は・・・

パソコン省エネ設定運動を進めています（設定の方法）

1.　デスクトップ上で右クリックをし、
一番下の「プロパティ（R）」をクリックしてください。

2.　画面のプロパティが出てきます。
「スクリーンセーバー」のタブをクリックしてください。
一番下にある「モニタ電源」の項目にある
「電源（O）」ボタンをクリックしてください。

3.　電源オプションのプロパティが出てきます。
「電源設定」タブ内にある電源設定を行ってください。

4.　変更できましたら右下の「適用」ボタンを押し
「ＯＫ」ボタンをクリックしてください。 
これで設定は完了です。 

この設定をすることによってパソコンの

消費電力を10％削減できます！

電源設定の例

●モニタの電源を切る → 3分後
●ハードディスクの電源を切る → 10分後
●システムスタンバイ → 30分後

※設定の方法はOSの種類によって若干違います。下記の設定方法はウィンドウズＸＰにおけるものです。

年次報告

環境保全のための取り組み
その1． パソコン省エネ設定運動

詳しくは詳細版28ページへ　HP▶http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/profile/environment/report/index.htm/

※本学で実験的に行い検証した結果より



研究紹介

環境に配慮した研究・教育の状況

　総合博物館の展示には地球環境や生態系について
考えるためのヒントがいくつも隠してあります。例えば、ハ
シナガクモカリドリとマツグミ科の花の共生。鳥は花から
蜜をもらい、代わりに花粉を運ぶのです。鳥のクチバシと
花のカーブがぴったりと一致、もしこの花が無くなったら、
他の花から蜜を取ることは難しくなるでしょう。生き物の
ネットワークが壊れることの意味がはっきり見て取れるよう
になっています。
　総合博物館では、生態
系の研究から最先端技術
まで、京都大学の研究の現
状や未来について紹介し、
また様々なイベントを企画
し、今後も皆さんと一緒に
なって、ヒトと地球・宇宙環
境のつながりや未来のある
べき姿を考える場を提供し
たいと考えています。

　2006年度の運輸部門CO2排出量は、2億5,400万ト
ン、うち48％以上が自家用乗用車によるものです。
　電力を自動車に使うことは、CO2排出削減に大きなメ
リットがあります。いくつかの課題が残っていますが、その克
服に電池の果たす役割は大きいものがあります。電気自動
車普及のカギは、電池が握っているのです。
　リチウム電池の性能は、電気自動車に適用するのに十
分可能なレベルにありますが、大量の材料が必要になり、
原料のコストが問題です。現在使われているコバルトは高
価な希少金属で、大量に使うところには適していません。
電池材料は使用時の
過酷な化学反応に耐
えるものでなければな
りません。
　電気自動車の普及
を目指して、マンガン
や鉄を使っての材料
開発にしのぎを削って
います。

博物館でエコ
総合博物館 教授　大野　照文

電気自動車普及のカギを握る電池
エネルギー科学研究科 教授  八尾　健

　かつて日本の竹林は大部分が管理されており、独特の
生物多様性を維持していました。しかし現在では、管理の
消失によって低下しています。
　竹林や笹のある植生が多様性を回復するのは竹が開
花するときです。竹は数十年から百年前後の周期で花を
咲かせて一時的に消えるので、植生に多様性を回復させ
る唯一のチャンスなのです。
　滋賀県愛知川河川敷のマダケ林は、1970年頃に一
斉に開花、枯死しました。そしてもとの姿を取り戻すまでに
十年から二十年を要したようです。その間に、樹木の勢い
が増加することが確かめられました。一部では、樹冠が占
める割合は開花前の2～5倍にもなっていたのです。
　竹が存在する植生では、少なくとも数十年という長い
期間を一単位とした変化が存在します。保全というキー
ワードを取り扱うとき、様々な時間軸での評価が必要であ
ることを、竹林は教えてくれているように思います。

　ギニアで、1976年から
霊長類研究所の国際
チームが野生チンパン
ジーの調査を続けていま
す。首都から千キロ離れ
たボッソウ村の森に、一群
のチンパンジーが暮らして
います。
　東に４ｋｍ離れたニンバ山には複数の群れがいます。調
査チームは、ボッソウとニンバの間のサバンナに植林して、
「緑の回廊」計画を推進し、それにチンパンジーの糞を利
用しています。糞の中の種は、チンパンジーが好んで食べ
る実のなる木に育つからです。
　ヘキサチューブという筒で木を守ると、風で倒れにくくなり
幼木を食べられることもありません。すでに3,500本を設置
しました。
　森は、二酸化炭素を吸収してくれます。二酸化炭素の排
出を規制するだけでなく、積極的に吸収する努力、緑を守る
知恵と努力が、今、求められているのではないでしょうか。

竹林を通してみる生物多様性
フィールド科学教育研究センター  教授  柴田　昌三

緑の回廊
霊長類研究所  教授  松沢　哲郎

ハシナガクモカリドリとマツグミ科の
花の共生 リチウム電池の動作原理

ボッソウのチンパンジー

ステークホルダー委員会

ステークホルダー委員会

建物延べ床面積1㎡あたり
ＣＯ2排出量を毎年2％削減します。

ステーク
ホルダー
委員

からの意見

京都大学では、学生や地域住民、企業、行政関係者の方々からの意見を環境配慮活動に反映させるため、ご意
見をお聞きする機会としてステークホルダー委員会を毎年開催しています。
今年はＣＯ2削減目標や環境賦課金、レジ袋削減の取り組みをメインテーマに、ご意見をいただきました。

京都大学のＣＯ2削減目標

（建物面積が増加すると、CO2排出
総量としては増加することがあり得る
ため、その点について議論になりまし
た。）
　京都大学のCO2排出量は
1990年比で90％増加しており、
社会的責任の重さを改めて認識
する必要があるのではないでしょ
うか。2050年までに世界の温室

効果ガスを半減させるといった話が出ている中で、大学だけが聖
域でいられることはあり得ません。建物延べ床面積1㎡あたりでな
く、総量の大幅削減を目指さないと社会的には許されないのでは
ないでしょうか。そうなると、大学の教育研究のあり方自体を変えて
いかなければならない時期に来ているとはいえないでしょうか。

ステークホルダー委員会の様子

1991年を100としたときの京都大学の諸指数の変化
注：1990年のデータが不完全なため、1991年を基準としています。

京都大学
委員

からの回答

　京都大学の場合、1990年当時と比較して現在は建物面積が1.4倍、大学院生数は2倍、科学研究費補助金に
いたっては2.6倍になっています。このような状況の下では総量削減というのは現実的には相当に難しいと考えてい
ます。そこで、本学ではまず少なくとも5年程度は建物単位延べ床面積あたり排出量をおさえることを目標としました。
　総量削減については真剣に考えていかなければならないと我 も々認識しています。しかし、それが一体どの辺りの数

値目標でできるのか、まだ議論はまとまっ
ていません。教育研究のあり方に関して
は、環境管理という視点だけですむもので
はないことから、総合的な大学のあり方に
関する議論の中で考慮していくことになる
であろうと考えます。

京都大学が排出するCO2の90％以上は電力、ガス、石油類などのエネルギー使用に伴うもの
です。従って京都大学では、省エネルギーを中心に環境配慮行動を進めています。特にパソ
コンの使用は、ほとんど全ての構成員にかかわるものです。
京都大学で取り組んでいる身近な場面での環境配慮行動を、あなたもやってみませんか。

CO2を
削減する
方法は・・・

パソコン省エネ設定運動を進めています（設定の方法）

1.　デスクトップ上で右クリックをし、
一番下の「プロパティ（R）」をクリックしてください。

2.　画面のプロパティが出てきます。
「スクリーンセーバー」のタブをクリックしてください。
一番下にある「モニタ電源」の項目にある
「電源（O）」ボタンをクリックしてください。

3.　電源オプションのプロパティが出てきます。
「電源設定」タブ内にある電源設定を行ってください。

4.　変更できましたら右下の「適用」ボタンを押し
「ＯＫ」ボタンをクリックしてください。 
これで設定は完了です。 

この設定をすることによってパソコンの

消費電力を10％削減できます！

電源設定の例

●モニタの電源を切る → 3分後
●ハードディスクの電源を切る → 10分後
●システムスタンバイ → 30分後

京都大学では環境に配慮した研究・教育活動が活発に行われています。

　学内店舗では、店頭でのマイバッグ販売のほか、新入生ガイダンスでの配布や、バッグのレンタルも実施しています。
　京都大学内では、レジ袋はもらわないスタイルが広がりつつあります。しかし世間では一般的に、学生のレジ袋辞退率
は低いと言われています。小さな積み重ねは、廃棄物削減やライフスタイルの変化として大きな成果になります。お気に
入りのマイバッグを見つけて、大学内外で活用しましょう。

マイバッグの活用を！

出典：京都大学概要

※設定の方法はOSの種類によって若干違います。下記の設定方法はウィンドウズＸＰにおけるものです。
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研究紹介の内容や
量を増やし、
充実させました。
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その2. レジ袋削減運動

環境保全のための取り組み
その1． パソコン省エネ設定運動

ローソン（NLS京都大学店）での使用率変化

期　間

2007年3～12月（実施前）

2008年1～3月（実施後）

使用率

63.8%

29.8%

生協におけるレジ袋使用率の推移（2007年度）
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京都大学では「廃棄物による環境負荷の低減」として、「レジ袋削減」について取り組みました。京都大学独自の
スタイルで行ったこの取り組みは、社会的にも注目を集めています。

京都大学スタイル＝非有料化 
　学内店舗でこれまで行っていた「レジでの袋詰め」を
廃止し、支払いの際に必要との申し出があった方のみに
レジ袋を無料で配布するというものです。
　一般的な有料化によるレジ袋の削減運動と比較して、
購買利用者がより主体的に必要性を判断する仕組みと
なっています。
　2007年より京大生協にて取り組みを始め、2008年1月
からは、ローソン（NLS京都大学店）でも始まりました。

 生協の全店舗のレジ袋使用率は、取り組み開
始前の2007年10月に比べ、取り組み開始後の
11月は半減しました。（右図参照）
 ローソンでの使用率の変化は下表のように、大
幅に削減しています。その後も購買利用者の理
解が進み、使用率も減少傾向にあります。

レジ袋削減キャンペーン開始を宣言する記者発表

京都大学の呼びかけで、生協の取り組みにローソンも加わりました。（左から尾池総
長、ローソン篠崎執行役員、E-COOP水嶋君）

キャンペーンによる使用率の変化は？ 

詳しくは詳細版46ページへ　HP▶http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/profile/environment/report/index.htm/

詳しくは詳細版28ページへ　HP▶http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/profile/environment/report/index.htm/

詳しくは詳細版40ページへ　HP▶http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/profile/environment/report/index.htm/

詳しくは詳細版10ページへ　HP▶http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/profile/environment/report/index.htm/

※本学で実験的に行い検証した結果より


